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３．３ 身延断層の調査 

 

(1) 業務の内容 

 
(a) 業務題目 身延断層の調査 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 研究グループ長 丸山 正 

 

(c) 業務の目的 

 身延断層においては、過去の活動に関する情報が得られておらず、地震発生確率を算出

する上で、これらのデータを取得するための調査が必要とされている。本業務では、身延

断層に関する既存資料を整理した上で、断層変位地形の把握のための既往詳細数値標高モ

デルの解析、身延断層の分布や地質構造の把握及び平均変位速度の検討の適地選定のための地

形・地質踏査、身延断層の詳細な位置及び形態の検討のためのボーリング調査、及び変位

基準となる地層・地形面の形成年代を推定するための試料分析を実施し、それらに基づい

て信頼度の高い平均変位速度を明らかにすることを目的とする。 

 

(d) 年度毎の実施業務の要約 

1) 令和４年度： 

身延断層の平均変位速度を明らかにすることを目的として、対象地域の既往成果

を整理した上で、これまで身延断層として図示された活断層トレースとその周辺に

おいて既往詳細数値標高モデルの解析を行い、断層変位地形の分布や形態などを把

握した。断層変位地形沿いの地形・地質踏査を実施し、身延断層の分布や地質構造を

把握するとともに、平均変位速度を検討するための調査適地を選定した。断層変位を受

けた段丘面の形成年代を明らかにするため、１箇所で段丘堆積物の詳細な露頭の観

察・地質柱状図の作成を行い、露頭から採取した大型植物化石及び材化石の放射性

炭素年代測定（14C 年代測定）を実施した。断層の詳細な位置及び形態を把握するた

めに１箇所（２孔）でボーリング調査を実施した。ボーリングコア試料について、

地層の年代を検討するため、火山灰分析を実施した。 

2) 令和５年度： 

令和４年度の調査結果を踏まえて、調査適地の詳細な地形・地質踏査を実施する

とともに、１箇所以上でボーリング調査及び年代測定を行い、平均変位速度を検討

する。 

 
(2) 令和４年度の成果 

 

(a) 業務の要約 
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 身延断層の活動性を明らかにすることを目的として、以下の調査を実施した。１）既

往研究により図示された身延断層とその周辺において、航空レーザ計測デジタル地形デ

ータの解析により作成した地形表現図の判読により、断層変位地形を再検討した。２）

断層変位地形沿いの地形・地質踏査を実施し、身延断層の分布や地質構造を把握するとと

もに、平均変位速度を検討するための調査適地を選定した。３）断層変位を受けた段丘面の

構成層を明らかにし、その年代を推定するために１箇所で段丘堆積物の詳細な露頭の観

察・地質柱状図の作成を行い、露頭から採取した大型植物化石及び材化石の 14C 年代測

定を実施した。４）断層の詳細な位置及び形態を把握するために１箇所（26 m×１孔、

15 m×1 孔）でボーリング調査を実施した。５）ボーリングコア試料について、細粒堆

積物の火山灰分析を実施した。 

 

(b)業務の成果 

1)はじめに 

 身延断層(地震調査研究推進本部地震調査委員会，2015b)は、山梨県南巨摩郡身延町、

南部町、静岡県富士宮市付近にかけて北北西－南南東方向に延びる断層である（図 1）。

同断層は、関東地域の活断層の地域評価（地震調査研究推進本部地震調査委員会，

2015a）において新たに長期評価対象とされ、地震調査研究推進本部地震調査委員会

（2015b）により評価されている。それによると、身延断層は北部と南部に区分され、

北部は断層の西側が隆起する逆断層、南部は断層の西側が隆起する逆断層成分を伴う左

横ずれ断層であり、地表で確認できる長さは約 20 km とされる。ただし、北部と南部の

境界は示されていない。身延断層の断層面は西傾斜と考えられており、北部では深度３

km 以浅の断層面の傾斜角が概ね 30°、南部では相対的に高角の可能性もあるとされて

いる。身延断層では、歴史時代に発生した確かな被害地震は知られていない。本断層が

１つの活動区間として活動した場合、マグニチュード 7.0 程度の地震が発生する可能性

がある。このとき、１回のずれ量は２m 程度で、北部では断層近傍の地表面で断層の西

側が東側に相対的に１m 程度高まる段差や撓みが生じる可能性もある。しかしながら、

身延断層の平均的なずれの速度、平均活動間隔、最新活動時期はいずれも不明であるた

め、地震後経過率を算出することはできないと評価されている。地震調査研究推進本部

地震調査委員会（2015b）は、身延断層の地震発生確率を算出するうえで、過去の活動

に関するデータを取得するための調査が必要であることと、身延断層南部で近接する富

士川河口断層帯及び沈み込むフィリピン海プレートとの関係性にも留意して、その特性

を調べる必要があるとしている。 

 地震調査研究推進本部地震調査委員会（2015b）による評価の後、水本・他（2016）

により身延断層の断層変位地形の詳細が報告され（図１）、また渡辺・他（2017）によ

り身延断層周辺で新たな断層変位地形が報告された。しかしながら、断層変位を受けた

地形面の形成年代に関する具体的なデータは得られておらず、信頼度の高い平均変位速

度は求められていない。 

 そこで、本研究では、身延断層の活動性、特に平均変位速度を推定することを目的と

して、１）既往研究により図示された身延断層とその周辺において、空中写真及び航空

レーザ計測デジタル地形データの解析により作成した地形表現図の判読による断層変位
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地形の再検討、２）断層変位地形沿いの地形・地質踏査による身延断層の分布や地質構

造の把握及び平均変位速度を検討するための調査適地の選定、３）断層変位を受けた段丘面

構成層の詳細な観察・地質柱状図の作成及び段丘面構成層から採取した大型植物化石及

び材化石の 14C 年代測定による段丘面の形成年代の推定、４）断層の詳細な位置及び形

態を把握するためのボーリング調査を実施、５）ボーリングコア試料の分析に基づく段

丘面の形成年代の検討を行なった。 

 

 

図１ 身延断層の全体図 

赤色の線：地震調査研究推進本部地震調査委員会（2015b）。黄色の線：水本・他

（2016）。◉：身延断層の端部。図２〜７の範囲を黒枠で示す。基図は地理院地図（陰影

起伏図）を使用。 

 

2)調査手法 

a）地形調査 
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 既往研究により示された身延断層やその周辺において変位地形の分布や形態を明らか

にするため、身延町ならびに南部町から提供を受けた両町発行の大縮尺地形図（縮尺１

/2,500 及び１/5,000）、国土地理院撮影空中写真、及び同院提供１m グリッド航空レー

ザ詳細地形データならびに産総研所有の１m グリッド航空レーザ詳細地形データの解析

により作成した各種地形表現図（陰影図、傾斜量図、等高線図、地形断面図など）を用

いて地形判読を行った。なお、身延断層沿いの一部は JR 身延線（富士身延鉄道）に近

接しているため、鉄道工事に伴い地形が大きく改変されている可能性がある。人工改変

の影響を検討するため、富士身延鉄道が開通する前に発行された旧版地図（正式２万分

の１地形図）の読図を行なった。 

 

b）地形・地質踏査 

 地形調査で確認・推定した身延断層とその周辺の変動地形の可能性がある地形に沿って、

身延町および南部町発行の縮尺１/2,500及び１/5,000地形図を基図として地形・地質踏

査を行い、断層変位地形や地形面の詳細な分布、地表に露出する地層の分布、地質構造を

確認した。また、断層変位を受けた段丘面を深く開析する谷を踏査し、段丘堆積物の露出状況

が良好かつ 14C年代測定試料が挟在する露頭が見出された南部町中野から同町北原を平均変位速

度の検討のための適地に選定した。露頭については、整形、観察、地質柱状図の作成及び試料

採取を行なった。地質柱状図の作成に際して、露頭の標高値の計測は、基準となる場所の標

高を航空レーザ詳細地形データから作成した等高線図から読み取り、そこからレーザー

距離計（レーザーテクロノジー社製 TruPulse360）を使用して行なった。さらに、段丘

堆積物中に挟在する大型植物化石の同定を行うとともに、同化石及び材化石について 14C

年代測定を実施した。 

 

c）ボーリング調査 

 身延断層の詳細な位置及び形態とともに、変位を受けた地層の堆積年代と変位量に基

づいて平均変位速度度を検討するため、南部町万沢地区において１箇所（２孔）でボー

リングを掘削し、採取コア径 60 mm のオールコア試料を採取した。採取した地層を層相、

締まり具合、色調などに基づき地層区分を行なった。また、MN-Br-02 コアの段丘堆積

物を覆う細粒部分について火山灰分析を実施して、段丘堆積物の形成年代を検討した。

ボーリング調査の結果に基づき、万沢地区における予察的な地質断面図を作成し、地下

地質を検討した。 

 

3)調査結果 

a）地形調査 

 本調査では、身延断層について大縮尺地形図、空中写真、航空レーザ数値標高データ

から作成した詳細な地形表現図を判読し、これまでに報告されている断層変位地形の確

認と再検討を行なった。その結果、身延断層の一部について、報告されているずれの向

きやずれの量について再検討する必要がある地点が見出された。 

 

i）既存報告の確認と再検討 
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i-1）万沢付近 

 身延断層の南端部は、南部町井出付近で南に向かって２条に枝分かれする（水本・他，

2016）（図２）。東側と西側のトレースは、それぞれ富士川左岸の南部町十島付近までと

富士川右岸の万沢付近まで延びる可能性が指摘されている。そのうち万沢付近について

は、北西－南東走向の直線的な谷に沿って、複数の段丘面が南西方向に撓み下がる形態

を呈していること、下流側（北東側）の標高が高い段丘面が認められることから、この

直線的な谷には北東側隆起の縦ずれ成分を有する活断層が分布することが報告されてい

る。ただし、万沢地区の北東側隆起の活断層については、詳細な分布図が示されていな

い。 

 今回、万沢付近の断層変位地形の詳細を明らかにするため、航空レーザ数値標高デー

タから作成した詳細な地形表現図を判読した結果、水本・他（2016）が指摘するように、

南部町万沢の上代（地理院地図では上代、南部町発行富沢町平面図では城台）付近にお

いて、南東に流下する谷の北東側に分布する富士川河床との比高 40〜50 m 程度の段丘

面（低位段丘面）が、谷に向かって上に凸の断面形態を示していることを確認した（図

２）。また、谷は大局的には北西－南東走向に延びるが、細かくみると谷の北東側の斜

面及び段丘面の基部は湾曲している（図２の赤波線）。こうした段丘面の断面形態と斜

面及び段丘面の基部の湾曲する平面形態は、この崖が北東傾斜の逆断層により形成され

た南西向きの撓曲崖の可能性が高いことを示している。 

 本研究では、この北東側隆起の活断層の可能性のある崖の成因を明らかにし、活断層

の場合には、その活動性と地下形状を検討することを目的として、後述するように崖の

西側の谷底低地で１孔（MN-Br-01：掘削深度 26 m）、北東側の段丘面上で１孔（MN-Br-

02：掘削深度 15 m）の計２孔ボーリング調査を行い、コアを採取した（図２）。なお、

ボーリング調査を実施した段丘面上には、旧石器時代の集落遺跡（天神堂遺跡）が分布

している（山梨県富沢町，1971，富沢町誌編さん委員会，2002）。 
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図２ 万沢付近の地形と活断層 

基図は１m メッシュ航空レーザ数値標高データから作成した陰影図に等高線図を重ねた

ものを使用。等高線間隔は２m。水本ほか（2016）による活断層を黄色波線で、本研究

による活断層を赤波線で示す。右上の地形断面図は１m メッシュ航空レーザ数値標高デ

ータから作成。断面図の位置は地形図中に黒太線で示す。u：相対的隆起側、d：相対的

沈降側。MN-Br-01、MN-Br-02 はボーリング調査地点を示す。ボーリング調査から推定

される地形地質断面図を図 22 に示す。 

 

i-2）井出付近 

 富士川左岸の南部町井出付近では、現河床から 40〜50 m の位置に狭小に分布する富

士川本流性の低位段丘面とそれを覆って分布する北側の山地斜面からもたらされた複数

の扇状地面が、南西側隆起を伴う左横ずれ変位を受け、逆向き低断層崖を形成している

ことが報告されている（水本・他，2016）（図３）。水本・他（2016）は、この断層崖を

境として扇状地４面の西縁（図３の地点 A）が 20 m 程度左横ずれしていることと、低位

段丘面東端部において低位段丘面と沖積低地面とを隔てる侵食崖の北延長部が、断層崖

を境に北西に入り込んでいるような形態（図３の地点 B 付近）を左横ずれの根拠とした。 

 水本・他（2016）により図示された逆向き低断層崖は、JR 身延線の通過位置と一致

しており、断層崖に沿ってトンネル（井出トンネル）や切り通しが形成されている（図

４）。このことは、断層崖周辺の地形が井出トンネル掘削などの鉄道工事により、大規

模な改変を受けた可能性を示している。富士身延鐡道株式會社（1938）や東海道旅客鉄
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道株式会社静岡支社（2008）などによると、井出付近の JR 身延線（当時富士身延鉄道）

の運転開始は 1918 年（大正７年）とされている。井出付近の運転開始前の地形は、

1889 年（明治 22 年）測量、1892 年（明治 25 年）発行の正式２万分の１地形図「篠井

山」で窺うことができる。それによると、井出付近の地形の様相は現在とかなり異なっ

ている（図５）。地点 B 付近では、断層崖に沿って東南東に流下する谷とその東で南に

流下する谷が発達しており、水本・他（2016）が左横ずれの根拠の一つとした、断層崖

の延長を境に北西に入り込んでいるような形態を示す侵食崖の北延長部は認め難い。ま

た、扇状地４面西端の左ずれが示された地点 A は、井出トンネル掘削部分に当たるため、

トンネル工事に伴う地形改変があった可能性もある。 

 こうしたことから、井出付近において報告された左ずれとその変位量については、慎

重に検討する必要がある。 

 

 

図３ 井出付近の地形と活断層（水本・他，2016） 
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図４ 井出付近の地形 

基図は、1:5,000 南部町平面図５井出・十島（1976 年現調）を使用。活断層は水本・

他（2016）による。u：相対的隆起側、d：相対的沈降側。 

 

図５ JR 身延線（富士身延鉄道）運転開始前の井出付近の地形 

基図は、1889 年（明治 22 年）測量、1892 年（明治 25 年）発行の正式２万分の１地形

図「篠井山」を使用。活断層は水本ほか（2016）による。 
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i-3）中野付近 

 身延断層の中央部の南部町中野付近では、水本・他（2016）により大縮尺地形図に断

層トレースが図示され、変位地形の特徴が詳しく記載されている（図６）。それによる

と、中野付近では東流する河川により形成された扇状地性の段丘面（中位段丘面）が広

く分布し、それらが南北方向に延びる３条の断層（東から F1、F2、F3）により変位を

受けている。そのうち山地東縁を限るように延びる F3 については、中野峰の窪におい

て中位段丘面上に東向きの明瞭な撓曲崖が認められている。この崖を挟んだ東西両地形

面の傾斜方向と傾斜角がほぼ等しいことから、崖は中位段丘面形成後の断層変位を示し

ていると解釈され、崖を挟んだ地形断面図（図６の P1 断面）から約 13 m の上下変位が

見積もられている。このように、水本・他（2016）は、崖の東西両側を一続きの段丘面

（中位段丘面）と解釈しているのに対して、杉山・松田（2014）は、崖の東側、西側に

分布する地層をそれぞれ扇状地堆積物（f）、崩壊性岩屑堆積物（d）として、異なる地

層としている。 

 今回、中野付近について航空レーザ数値標高データから作成した詳細な等高線図を判

読した結果、等高線のパターンが崖の両側で異なっており（崖の西側は東に傾斜するの

に対し、東側では南南東に傾斜）、両者はもともと一続きの段丘面とは考えにくい（図

６）。また、後述するように、中野峰の窪の北方の中野北原付近において崖の東側と西

側の段丘面を構成する堆積物から採取した材化石及び大型植物化石の 14C 年代測定の結

果、西側の段丘面を構成する堆積物が東側のそれに比べて有意に新しいことが確認され

た。このことは、中野峰の窪で撓曲崖とされた東向きの崖については、山地東縁に位置

することから断層変位地形の可能性はあるものの、西側では新しい地形面が覆っている

ため、地形断面図から上下変位量として見積もられた約 13 m は、崖の東側の段丘面を

変位基準とした上下変位量としては過大評価している可能性が高い。 
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図６ 中野付近の地形と活断層 

基図は１m メッシュ航空レーザ数値標高データから作成した陰影図に等高線図を重ねた

ものを使用。等高線間隔は２m。航空レーザ数値標高データがない部分は、地理院地図

（標準地図）を表示。活断層は水本・他（2016）による。右上の地形断面図は１m メッ

シュ航空レーザ数値標高データから作成。断面図の位置は地形図中に黒太線で示す。北

原地区における崖の東側の段丘面構成層観察範囲（KH-01）をマゼンタ太線で、崖の西

側の段丘面構成層観察地点（KH-02）を緑の丸で示す。 

 

ii）新たに見出された断層変位地形の可能性のある低崖 

 これまでに活断層として図示された身延断層の北端付近において同断層に近接する３

地点で、新期の地形面に変位を与える活断層の可能性がある低崖が見出された（図７〜

10）。ただし、それらはいずれも認定される長さが極めて短い。以下、各地点の低崖の

地形的特徴を述べる。 
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図７ 身延断層北端部付近の地形と断層変位地形の可能性のある低崖の分布地点（白枠

で示し、「梅平」、「大城」、「鷹取山」がそれぞれ、図８、図９、図 10 に対応） 

基図は１m メッシュ航空レーザ数値標高データから作成した陰影図（一部地理院地図の

陰影起伏図）を使用。地すべり地形は、地すべり地形分布図 WMS サービス（防災科学

技術研究所，2023）を使用。活断層は水本・他（2016）による。図中の身延断層露頭

（黄色の丸）は、活断層研究会編（1991）により河床礫層を変位させる断層が確認さ

れた場所。 

 

ii-1）梅平付近 

 河床礫層を変位させる身延断層の露頭（活断層研究会編，1991）が報告された大城川

と身延断層が延びるとされる相又川の合流点に端を発する波木井川が、その流れの向き

を北から東に変える身延町梅平付近では、同川右岸に比較的広い低地が分布する（図

８）。尾崎・杉山（2018）は、この低地を構成する地層を離水した網状河川堆積物（a）

としている。 

 航空レーザ数値標高データから作成した等高線図の判読によると、波木井川右岸の低

地は連続する明瞭な崖で境された複数の段丘面からなる（図８）。ここでは、東〜北東

向きの２つの顕著な崖で境された段丘面を西から①面、②面、③面とする。緑の矢印で

示す②面と③面を隔てる北東向きの崖は北西－南東に延びることから、波木井川の過去

の侵食崖で説明できる。一方、赤の矢印で示す①面と②面を画する南北方向長さ約 250 

m にわたってほぼ直線的に延びる東向きの崖は、東北東に流下する波木井川に対して

120°以上入り込むように分布しており、波木井川の侵食では説明が困難である。この

南北方向の崖の南方延長部の山地には、北向きの谷（谷 a）が発達しているが、その流
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域は小さく、崖がこの谷の侵食により形成されたとも考えにくい（図８）。こうした地

形の特徴から、①面と②面とを境する崖は、もともと一続きの段丘面が南北に延びる西

傾斜の逆断層によって隔てられた断層崖である可能性が高い。①面と②面を横切る地形

断面図によると、両面の比高は３m 程度と見積もられる（図８）。なお、断層変位地形の

可能性のある崖が認められるのは段丘面が分布する長さ約 250 m の区間であり、その南

北両延長部の山地内には明瞭な断層変位地形は認められない。 

 尾崎・杉山（2018）によると、断層変位地形の可能性がある東向きの低崖の南北延長

部は、後期中新世から鮮新世の富士川層群身延層波木井砂岩泥岩互層部層（Hm）の分布

範囲に位置する。低崖の南北両延長部には断層は示されていないが、地層の走向は北北

東－南南西〜北北西－南南東で中から高角度で西に傾斜している。こうした地層の走向

は、低崖の延びの方向と調和的である。 

 

 

図８ 身延町梅平付近の詳細地形図 

基図は１m メッシュ航空レーザ数値標高データから作成した等高線図（等高線間隔は１

m）を使用。右上の地形断面図は１m メッシュ航空レーザ数値標高データから作成。断面

図の位置は地形図中に黒太線で示す。 

 

ii-2）大城付近 

 大城川で報告された河床礫層を変位させる身延断層の露頭（活断層研究会編，1991）

から約 2.2 km 南西では、大城川左岸に大城川とその支流が形成した段丘面が分布し、
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大城集落が形成されている（図９）。航空レーザ数値標高データから作成した等高線図

の判読によると、段丘面は直線状に延びる明瞭な２つの東向きの崖により、西から①面、

②面、③面の３面に区分される。そのうち、③面は東南東への傾斜を示す等高線のパタ

ーンから、南東に流下する大城川の支流により形成された段丘面と判断される。これに

対して、①面と②面はいずれも北東に傾く等高線のパターンを示しており、大城川によ

り形成された段丘面と考えられる。赤の矢印で示した①面と②面を画する北北西－南南

東に延びる東向きの崖を挟んで両面の傾斜は同じであり（図９右上の断面図の上の図）、

②面が①面を侵食して形成されたものとは考えられない。一方、緑の矢印で示した②面

と③面との境界をなす北西－南東方向に延びる崖の両側では段丘面の傾斜が大きく異な

っている（図９右上の断面図の上の図）ことから、③面は②面を侵食して形成されたも

のであると解釈できる。こうした地形の特徴から、①面と②面とを境する崖はもともと

一続きの北北西－南南東に延びる段丘面が、西傾斜の逆断層によって隔てられた断層崖

である可能性が高い。①面と②面を横切る地形断面図によると、両面の比高は約７m 程

度と見積もられる（図９右上の断面図の下の図）。なお、断層変位地形の可能性のある

崖が認められるのは段丘面が分布する長さ約 150 m の区間であり、その南北両延長部の

山地内には明瞭な断層変位地形は認められない。 

 

 
図９ 身延町大城付近の詳細地形図 

基図は１m メッシュ航空レーザ数値標高データから作成した等高線図（等高線間隔は１

m）を使用。右上の地形断面図は１m メッシュ航空レーザ詳数値標高データから作成。断

面図の位置は地形図中に太線で示す（断面図の色と測線の色は同色）。 

 

ii-3）鷹取山西方付近 

 身延山から約 3.2 km 南南西に分布する鷹取山（標高 1,036.6 m）の西方では、山頂
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付近に東西方向、南北方向にいずれも最大 300m 程度にわたって緩斜面が発達している。

この緩斜面上に北北西－南南東方向に延びる崖地形が複数認められる（図 10）。崖を横

断する地形断面図によると、複数の崖の西側が相対的に高まり、高まりはバルジ状を呈

している（図 10）。こうした形態的特徴から、いずれの崖も西傾斜の逆断層の可能性が

ある。緩斜面の初生的な平面形態が不明なため、それぞれの崖の変位量を見積もること

は困難であるが、いずれの崖も極めて新鮮であることから、比較的新しい時期に変位が

生じた可能性がある。なお、断層変位地形の可能性のある崖が認められるのは山頂緩斜

面が分布する区間のみであり、その南北両延長部の山地内には明瞭な断層変位地形は認

められない。 

 

 
図 10 鷹取山付近の詳細地形図 

基図は１m メッシュ航空レーザ数値標高データから作成した等高線図（等高線間隔は１

m）を使用。右上の地形断面図は１m メッシュ航空レーザ数値標高データから作成。断面

図の位置は地形図中に黒太線で示す。 

 

b）地形・地質踏査 

 地形調査に基づいて確認・再検討した身延断層及び新たに認定した断層変位地形の可

能性のある崖地形沿いの地形・地質踏査を行い、変位地形の詳細を確認した。踏査の結

果、段丘面を変位させる断層変位地形が明瞭な中野付近では、段丘面を構成する地層中

に 14C 年代測定試料が多数挟在していることが確認されたため、平均変位速度を検討す

るための調査適地に選定した。 

 上述したように、中野北原付近には、水本・他（2016）の F3 による崖の東側と西側

の段丘面を構成する堆積物が観察できる。そのうち、崖の東側では段丘面を深く開析す

る谷沿いに地層がほぼ連続的に露出している（図６の KH-01）。そこでは、下位から基盤

岩の砂岩泥岩互層（波木井砂岩泥岩互層部層、杉山・松田，2014）を覆って段丘堆積物
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が分布する。この段丘堆積物は、下位の亜円礫〜円礫を主体とする地層と上位の亜角礫

を主体とする地層の２層に区分される（図 11，12）。下位の地層は、径 5〜40 cm の安

山岩、結晶片岩、凝灰岩、頁岩、砂岩、花崗岩類の礫と粗粒砂〜細礫の基質からなり、

砂のレンズを挟む。こうした層相や礫種から、下位の地層は富士川本流の段丘堆積物と

考えられる。一方、上位の地層は層厚が約 22 m であり、径 1〜15 cm の安山岩及び玄武

岩の礫を主体とし、砂質シルト層及び腐植質シルト層を挟む。こうした層相及び礫種か

ら、上位の地層は東流する富士川支流により形成された扇状地性の段丘堆積物と判断さ

れる。また、上位の地層からは材化石や大型植物化石が多数含まれている。そこで、上

位の段丘堆積物について詳細な露頭柱状図を作成し、地層の詳細及び試料の採取位置を

記録した（図 13）。 

 詳細な地層の観察の結果、上位の段丘堆積物の基底から約 2.5 m 上方の砂質シルト層

中から大型植物化石（種実）が２点（KH01-C15 と KH01-C24）採取された（図 14）。そ

れらの鑑定をパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼したところ、KH01-C15 はトウヒ属バ

ラモミ節に、KH01-C24 はオニグルミと鑑定された。また、上位の段丘堆積物の基底か

ら約 14.5 m、10 m、２m から材化石（KH-01-C4、KH-01-C7,KH-01-C21）を採取し、鑑

定を行なった大型植物化石（KH01-C15 と KH01-C24）とともに 14C 年代測定を実施した。

測定は株式会社地球科学研究所を介して、Beta Analytic Inc.に依頼した。測定の結

果、上位の段丘構成層は約４万１千年前ごろから３万４千年前ごろに堆積したことが明

らかになった（表１）。 

 水本・他（2016）の F3 の崖の西側の段丘面を構成する地層は、中野北原西方で観察

できる（図６の KH-02）。予察的な観察の結果、地層は角礫を主体とする土石流堆積物か

らなる。上部には基質がシルト質の部分があり、材化石が含まれている。本調査では同

一層準から２試料（KH-02-C1、KH-02-C2）を採取し、Beta Analytic Inc.に依頼して

実施した。測定の結果、崖の西方の段丘堆積物は約１万４千年前ごろに形成されたこと

が明らかになった（表１）。このように、崖の東側と西側で段丘面の形成時期が有意に

異なることが明らかになり、上述した段丘面の平面形態の違いと合わせると、崖の西側

の段丘面は、東側の段丘面より上位のものである可能性が高い。また、崖の東側と西側

の段丘堆積物中から採取された試料の 14C 年代測定値から、中野付近に広く分布する扇

状地性の段丘面（F3 の東側に分布する段丘面）の形成時期が約３万４千年前以後で約１

万４千年前以前と推定される。 

 令和５年度は、この扇状地性の段丘面の形成時期をより限定するために、中野付近で

詳細な地形・地質踏査及び年代測定を実施するとともに、図６右上の地形断面図に示す

ように断層による段丘面の変位量を正確に計測して、平均変位速度を検討する予定であ

る。 
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図 11 南部町中野北原における簡易地質柱状図 
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図 12 南部町中野北原に分布する段丘堆積物の写真 

（a）亜円〜円礫からなる段丘堆積物下部（本流性堆積物）の砂礫層と亜角礫を主体と

する同上部（支流性扇状地堆積物）の砂礫層。ハンマー頭部が両地層の境界に位置す

る。（b）段丘堆積物上部の砂礫層。（c）段丘堆積物上部に挟在する腐植質シルト。 
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図 13 南部町中野北原に分布する段丘堆積物上部（扇状地堆積物）の詳細地質柱状図 

詳細地質柱状図作成範囲を図 11 に赤枠で示す。 
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図 14 南部町中野北原に分布する段丘堆積物上部亜から採取された大型植物化石

（KH01-C15、KH01-C24）の写真 

 

表１ 南部町中野北原の段丘堆積物中から採取した試料の AMS 14C 年代測定結果 

試料名 1 

測定 

コード 

Beta-  
試料種 

1 4C 年代 

(BP)  
δ 1 3C 
(‰) 

暦年代（95.4%） 

（ca l  BP） 2 

KH01-C4 653510 材 29,710±180 –29 .04  34 ,560–33,890  (95 .4%)  

KH01-C7 653511 材 32,160±220 –27 .23  36 ,990–36,100  (95 .4%)  

KH01-C15 653486 
植物片 

（種実） 
33,920±260 –25 .08  39 ,650–37,860  (95 .4%)  

KH01-C24 653487 
植物片 

（種実） 
32,380±220 –26 .91  37 ,210–38,210  (95 .4%)  

KH01-C21 653510 材 35,250±320 –26 .21  41 ,050–39,20  (95 .4%)  

KH02-C1 655814 材 12,230±40 –27 .70  14 ,310–14,050  (95 .4%)  

KH02-C2 655815 材 12,160±40 –27 .21  14 ,170–13,990  (86 .7%)  
13 ,930–13,860  (8 .8%)  

1すべての試料について前処理は酸-アルカリ-酸洗浄。 

2較正曲線データベースは INTCAL20（Reimer et al., 2020）を使用して、OXCal4.4

（Bronk Ramsey, 2009）を用いて暦年較正を行なった。 

 

c）ボーリング調査 

 前述したように、万沢の上代付近において、南東に流下する谷の北東側に分布する段

丘面が、谷に向かって上に凸の断面形態を示しており（図２）、その地形学的特徴など

から、この崖が北東傾斜の逆断層により形成された南西向きの撓曲崖の可能性が高いこ

とを示している。この活断層の可能性のある崖の成因を明らかにし、活断層の場合には、

その活動性と地下形状を検討することを目的として、崖の西側の谷底低地で１孔（MN-

Br-01：掘削深度 26 m）、北東側の段丘面上で１孔（MN-Br-02：掘削深度 15 m）の計２

孔ボーリング調査を行い、コアを採取した（図２）。掘削地点の座標値及び地盤高は、

GNSS 測量（VRS-GPS）により取得した（表２）。 
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表２ ボーリング掘削位置の座標及び地盤高 

孔名 
経緯度 

地盤高（m） 
北緯 東経 

MN-Br-01 35°13′19.064″  138°30′41.021″  111.50 
MN-Br-02 35°13′24.840″  138°30′45.291″  140.00 

 

i）ボーリングコアの地質 

 コアの地質は、MN-Br-01 では表土・盛土の下に砂礫層が確認された（図 15〜18）。

砂礫層は、全体的に黄褐色〜オリーブ褐色を呈し、締まりが良い。ここでは、礫の風化

程度の違いと締まり具合の違いに基づき、砂礫層を上位の砂礫層 2a と下位の砂礫層 2b

に区分した（図 18）。 

 MN-Br-02 では、表土の下に耕作土、風成堆積物、砂層、砂礫層、砂岩泥岩互層が確

認された（図 19〜21）．砂層は、層相から上位の砂層１、下位の砂層２に細分される

（図 21）。砂層１は、葉理の発達する暗褐色の細粒砂層中に、風成堆積物と考えられる

黄褐色の粘土層やシルト層等の細粒堆積物が層状または不規則に挟在する層相を示す。

砂礫層は、礫の円磨度、礫種の構成割合等から富士川本流性の段丘礫層と判断される。

この砂礫層と、MN-Br-01 の砂礫層（砂礫層２）は層相、色調、礫の円磨度、礫種の構

成割合、締まり具合ともに大きく異なる。そのため、両者を区別するため、MN-Br-02

の砂礫層を砂礫層１とした。砂岩泥岩互層は、その岩相及び分布位置から、尾崎・他

（2015）の富士川層群身延層（万沢層）（後期中新世）と考えられる。 

 MN-Br-02 で確認された富士川本流性の段丘礫層と判断された礫層の堆積時期を推定

するため、礫層を覆う耕作土、風成堆積物、砂層（砂層１及び砂層２）を対象として、

深度 0.15〜5.42 m において約 10 cm 間隔で試料（MN-Br-02-t1-1 から 53 までの 53 試

料、以下 t1-1〜t1-53 と呼ぶ）を採取し、火山灰分析を実施した。分析は、粒子組成分

析及び火山ガラスと普通角閃石の屈折率測定からなり（表３）、火山ガラスの含有率の

比較的多い試料については、ガラスの主成分元素組成分析も併せて実施した。分析は、

株式会社古澤地質に依頼した。 

 本コアで採取された試料には、テフラ起源粒子のうち、バブルウォールタイプ及び低

発泡タイプの火山ガラスが微量含まれる。その含有率は概ね 0.1%以下であるが、試料採

取試料最上部 t1-1 では火山ガラスが 0.7%程度含まれている。このほか試料全体に緑色

普通角閃石が含まれる（表３）。火山ガラスの含有率に明瞭なピークは見られないが、

t1-16、t1-28、t1-46 及び t1-48 層準などは、上下に比べて微量ながら火山ガラスをや

や多く含む。これらについて火山ガラスの主成分元素組成分析を行った結果、火山ガラ

スの多くは姶良Tnテフラ（ATテフラ、町田・新井，2003；約３万年前、Smith et al., 

2013）の特徴と一致することから、AT テフラ起源粒子と考えられる。微量含まれる火山

ガラスの屈折率及び主成分元素組成によると、t1-47 より下位には AT 起源粒子しか含ま

れていない。また、これより上位には屈折率が AT テフラと異なる火山ガラスを含まれて

おり、さらに t-1-20 及び t1-12 には屈折率が 1.510–1.515 と鬼界アカホヤテフラ（K-

Ah、町田・新井，2003；約 7.2〜7.3 千年前、Smith et al., 2013)と一致し、同テフ

ラ起源とみられる火山ガラスが含まれていることも明らかとなった。以上から、t1-20

付近を境にこれより下位は AT テフラ降灰以降 K-Ah テフラ降灰以前に堆積し、これより
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上位は K-Ah テフラ降灰以降に堆積した可能性がある。なお、本地点から約 100 m 南方

でも本調査で対象とした段丘面構成層の上部から AT テフラが検出されている（富沢町教

育委員会，1999）（図 22 上図の No. 1 試掘坑）。 
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  図 15 MN-Br-01 コア写真（深度 0.0〜10.0 m） 
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図 16 MN-Br-01 コア写真（深度 10.0〜20.0 m） 
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図 17 MN-Br-01 コア写真（深度 20.0〜26.0 m） 
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図 18 MN-Br-01 コアの地質柱状図 
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図 19 MN-Br-02 コア写真（深度 0.0〜10.0 m） 
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図 20 MN-Br-02 コア写真（深度 10.0〜15.0 m） 
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図 21 MN-Br-02 コアの地質柱状図 
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表３ MN-Br-2 コアから採取した細粒堆積物の火山灰分析結果 1 

試料番号  

火山ガラスの形態別 

含有量（ / 3 , 000 粒子）  
重鉱物の含有量 

（/3 ,000 粒子）  
β 石英 

（ / 3 , 000  
粒子）  

火山ガラスの 

屈折率（n） 

角閃石の 

屈折率（n 2）  テフラ名  
Bw  Pm O  Opx  Gho  Cum 

MN-Br -2  t 1 -1  5 .0   5 . 0   10 .0   1 . 0   5 . 0   0 . 0   0 . 0   
1 . 494–1 .504  
(1 .511–1 .512 混

在 )  
1 . 672–1 .691  h i gh -K テフラ (K -

Ah 混在 )  

MN-B r -2  t 1 -2  1 .0   1 . 0   2 . 0   1 . 0   6 . 0   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -3  0 .0   0 . 0   0 . 0   9 . 0   12 .0   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -4  0 .0   0 . 0   0 . 5   1 . 0   9 . 0   0 . 0   0 . 2      

MN-Br -2  t 1 -5  0 .0   0 . 0   4 . 0   0 . 5   3 . 0   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -6  0 .0   0 . 0   1 . 4   0 . 3   1 . 6   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -7  0 .2   0 . 0   0 . 7   0 . 0   1 . 4   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -8  0 .1   0 . 1   0 . 8   0 . 0   1 . 0   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -9  0 .0   0 . 0   0 . 4   0 . 0   2 . 3   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -10  0 .0   0 . 0   0 . 3   0 . 0   1 . 6   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -11  0 .2   0 . 0   0 . 1   0 . 2   2 . 8   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -12  0 .5   0 . 0   0 . 0   0 . 0   1 . 2   0 . 0   0 . 0   1 . 497–1 .505 ,  
1 . 511–1 .515  

1 .672–1 .680 ,  
1 . 682–1 .688  K -Ah 含む  

MN-B r -2  t 1 -13  0 .1   0 . 0   0 . 1   0 . 0   4 . 0   0 . 0   0 . 3      

MN-Br -2  t 1 -14  0 .4   0 . 0   0 . 2   0 . 2   2 . 3   0 . 1   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -15  0 .5   0 . 0   0 . 1   0 . 2   2 . 8   0 . 2   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -16  1 .5   0 . 0   0 . 6   0 . 3   2 . 8   0 . 2   0 . 0   
1 . 496–
1 .501 (1 .504–
1 .505 混在 )  

1 . 675–1 .694  AT 含む  

MN-B r -2  t 1 -17  0 .2   0 . 0   0 . 1   0 . 0   2 . 3   0 . 1   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -18  0 .8   0 . 0   0 . 3   0 . 4   4 . 7   0 . 0   0 . 0   1 . 497–1 .506  1 .670–1 .690   
MN-B r -2  t 1 -19  0 .6   0 . 0   0 . 4   1 . 8   6 . 2   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -20  0 .6   0 . 0   0 . 5   0 . 2   2 . 8   0 . 0   0 . 0   
1 . 495–
1 .501 (1 .510–
1 .511 混在 )  

1 . 669–1 .692  AT (K -Ah 混在？ )  

MN-B r -2  t 1 -21  0 .1   0 . 0   0 . 0   0 . 0   1 . 4   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -22  0 .3   0 . 0   0 . 0   0 . 0   2 . 5   0 . 0   0 . 1      

MN-Br -2  t 1 -23  0 .1   0 . 0   0 . 3   0 . 0   2 . 4   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -24  0 .0   0 . 0   0 . 0   0 . 0   3 . 0   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -25  0 .1   0 . 0   0 . 0   0 . 0   0 . 6   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -26  0 .0   0 . 0   0 . 0   0 . 5   4 . 7   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -27  0 .6   0 . 0   0 . 1   0 . 8   7 . 0   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -28  1 .2   0 . 0   0 . 2   1 . 1   15 .4   0 . 2   0 . 0   1 . 497–1 .501  1 .673–1 .690  AT 含む  
MN-B r -2  t 1 -29  0 .0   0 . 0   0 . 0   0 . 0   1 . 4   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -30  0 .1   0 . 0   0 . 0   0 . 0   1 . 6   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -31  0 .1   0 . 0   0 . 0   0 . 0   2 . 0   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -32  0 .7   0 . 0   0 . 2   0 . 1   4 . 2   0 . 0   0 . 0   1 . 497–1 .501 ,  
1 . 504–1 .505  1 .672–1 .693  

AT (AT 以外テフラ

起源火山ガラス混

在 )  
MN-B r -2  t 1 -33  0 .1   0 . 0   0 . 0   0 . 0   0 . 5   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -34  0 .3   0 . 0   0 . 0   0 . 0   0 . 8   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -35  0 .0   0 . 0   0 . 0   0 . 0   1 . 6   0 . 2   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -36  0 .3   0 . 0   0 . 1   0 . 0   1 . 4   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -37  0 .4   0 . 0   0 . 1   0 . 9   6 . 8   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -38  0 .1   0 . 0   0 . 0   0 . 5   6 . 2   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -39  0 .6   0 . 0   0 . 2   0 . 5   2 . 5   0 . 0   0 . 0   

1 . 497–
1 .501 (1 .502–
1 .503 ,  1 . 507–
1 .508 混在 )  

1 . 673–1 .689   

MN-B r -2  t 1 -40  0 .4   0 . 0   0 . 1   0 . 2   1 . 9   0 . 0   0 . 1      

MN-Br -2  t 1 -41  0 .6   0 . 0   0 . 0   0 . 2   1 . 7   0 . 0   0 . 0   1 . 497–1 .501    

MN-Br -2  t 1 -42  0 .6   0 . 0   0 . 3   0 . 2   3 . 1   0 . 0   0 . 0   1 . 497–1 .501  1 .671–1 .676 ,  
1 . 679–1 .688  

 

MN-B r -2  t 1 -43  0 .0   0 . 0   0 . 1   0 . 1   4 . 8   0 . 2   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -44  0 .1   0 . 0   0 . 0   1 . 3   3 . 4   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -45  0 .3   0 . 0   0 . 0   2 . 4   3 . 0   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -46  0 .5   0 . 0   0 . 5   1 . 0   2 . 5   0 . 0   0 . 0   
1 . 497–
1 .501 (1 .503–
1 .504 混在 )  

1 . 671–1 .691   

MN-B r -2  t 1 -47  0 .3   0 . 0   0 . 0   0 . 1   4 . 8   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -48  0 .6   0 . 0   0 . 4   0 . 2   3 . 4   0 . 0   0 . 0   1 . 496–1 .501  1 .672–1 .690  AT 含む  
MN-B r -2  t 1 -49  0 .1   0 . 0   0 . 1   1 . 9   4 . 4   0 . 1   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -50  0 .0   0 . 0   0 . 1   1 . 5   3 . 6   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -51  0 .1   0 . 0   0 . 1   0 . 8   2 . 7   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -52  0 .0   0 . 0   0 . 3   1 . 0   3 . 4   0 . 0   0 . 0      

MN-Br -2  t 1 -53  0 .1   0 . 0   0 . 3   1 . 3   3 . 6   0 . 0   0 . 0      

 
Bw：バブルウォール 

タイプ  Opx：斜方輝石  
   

 
Pm：パミスタイプ  Gho：緑色普通角閃石  

   
 O：低発泡タイプ  Cum：カミングトン閃石     
1火山ガラスの主成分化学組成分析を実施した試料を灰色で示す。 

 

ii）推定される地下地質 
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 MN-Br-01 と MN-Br-02 の両コアを横断する地形・地質断面図を図 22 に示す。コア観

察の結果、Mn-Br-01 と MN-Br-02 の層相は大きく異なり、対比可能な層相は得られな

かった。一方、MN-Br-02 孔では深度 12.62 m（標高 127.38 m）に基盤である富士川層

群身延層（万沢層）の砂岩泥岩互層の上面が位置しているのに対し、MN-Br-01 孔では、

深度 26.0 m（標高 85.50 m）まで掘削しても基盤岩に到達しなかった。このことから、

MN-Br-01 孔と MN-Br-02 孔との間に、東側が相対的に隆起する断層が存在する可能性

がある。また、MN-Br-01 孔の深度 5.26 m 以深の砂礫層中では礫の長軸が高角〜鉛直

に配列しているものが多く、また砂礫層下部（深度約 20.0 m 以深）では層理面の傾斜

が約 60〜70 傾斜していることから、砂礫層が変形を受けている可能性が高い。 

 令和５年度は、MN-Br-01 孔と MN-Br-02 孔との間で追加のボーリング調査を実施し、

両コアで確認された地層の層位関係の解明と対比可能な地層の確認を行い、それらに基

づいて断層の活動性と地下形状の詳細な検討を行う予定である。 

 

 

図 22 ボーリング調査から推定される万沢地区における地形・地質断面図 

地質断面図は、上図の測線 A-A’上に MN-Br-01 コア及び MN-Br-02 コアの柱状図を投影

して作成した。上図の範囲を図２に白枠で示す。上図の基図は、山梨県南部町発行１

/5,000 富沢町平面図６を使用。 
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(c) 結論ならびに今後の課題 

 身延断層の平均変位速度を明らかにすることを目的として、令和 4 年度には、対象地

域の既往成果を整理した上で、これまで身延断層として図示された活断層トレースとそ

の周辺において既往詳細数値標高モデルの解析により作成した地形表現図を判読し、断

層変位地形の分布や形態などを把握した。また、断層変位地形沿いの地形・地質踏査を

実施し、身延断層の分布や地質構造を把握するとともに、平均変位速度を検討するため

の調査適地を南部町中野付近に選定した。断層変位を受けた段丘面の形成年代を明らか

にするため、中野北原において１箇所で段丘堆積物の詳細な露頭の観察・地質柱状図の

作成を行い、露頭から採取した大型植物化石及び材化石の放射性炭素年代測定（14C 年

代測定）を実施した。さらに、断層の詳細な位置及び形態を把握するために南部町万沢

の１箇所（２孔）でボーリング調査を実施した。ボーリングコア試料について、地層の

年代を検討するため、火山灰分析を実施した。令和５年度には、令和４年度の調査結果

を踏まえて、中野付近とその周辺等において詳細な地形・地質踏査を実施するとともに、

万沢地区において１箇所以上でボーリング調査及び年代測定を行い、平均変位速度を検

討する予定である。 
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